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概要
京都大学では 2013年より オープンソースの LMS Sakai を利用した学習支援システム PandA を全学の学習支
援基盤として提供している. 2019年度までの利用率は全授業の 10%程度にとどまっており,利用拡大が課題となっ
ていたが, 2020,2021年度は Covid-19 感染症対策のためのオンライン授業を支える基盤として, 主に動画配信ツー
ルの利用のためのプラットフォームとして広く普及した. 2022 年度から全面対面授業の再開の方針に伴い, オンラ
イン授業への需要は減少したが, LMS の利便性が広く周知されたこともあり,2023 年度も引き続き高い利用率と
なっている. 本稿では本学での,パンデミック対策前後の LMSの利用状況の比較報告を行う.

1 はじめに
京都大学情報環境機構では 2013 年より オープン
ソースの LMS Sakai を利用した学習支援システム
PandA を全学の学習支援基盤として運用してきた.

　 PandA の利用率は 2019 年度までは全授業の 10%

程度にとどまっており, 利用拡大や周知が課題となっ
ていた. しかしながら,2020 年度および 2021 年度は
Covid-19 感染症対策として,LMS PandAが Zoomや
Kalturaといった動画配信のためのツールをシームレ
スに利用できる事から, 全学のオンライン授業を支え
るインフラとして利用が急速に拡大した [1] . 2022年
度から全面対面授業の再開の方針に伴い, オンライン
授業への需要の減少による, 利用率の大幅な減少も予
測されたが, 殆どの授業が対面での実施に復帰する中
においても LMSの利便性が広く周知されたこともあ
り, 引き続き高い利用率となっている. 本稿では本学
での Covid19感染症パンデミック対策前後での LMS

および各ツールの利用状況の比較報告を行う.

2 京都大学の学習支援サービス

図 1 学習支援サービス PandA

情報環境機構では, 2013年度から Apereo Founda-

tion [2] が中心となって開発を進めているオープン
ソースの学習管理システム（Learning Management

System） Sakai を PandA の愛称で導入し [3], 主に



「授業資料の提供」, 「課題の提出・採点・返却」など
の機能を全学に提供している (図 1) . PandA は教務
情報システムから全学の授業の科目情報の提供を受け
て全学で開講される学部・研究科すべての授業（2020

年 4月現在）から利用することができる. 加えて, LTI

連携機能により, 英文添削のための TurnitIn や, 映像
配信サービス Zoom, Kaltura 等のクラウドで提供さ
れる様々なサービスをシームレスに利用する機能を有
している（図 2）.

図 2 学習支援サービス PandAと連携サービス

2020年度からは, Covid-19 感染症対策のため, 授業
のリアルタイム配信用に Zoomの緊急導入を行い [4] ,

それまで導入されていた映像配信環境 Kaltura [5] と
ともに, 本学のオンライン授業環境を利用するための
プラットフォームとしての活用が可能となっている.

3 LMS PandAの利用状況
PandA では教務情報システムから,LMS を利用し
たい教員が授業サイトを必要に応じて作成するように
なっている [6] . LMS を利用している授業数の推移
を, 表 1に示す. 総科目数は LMSが利用可能である授
業の総数,サイト開設数は実際に LMSを利用している
授業サイト数である. LMS導入当初は PandAを利用
しない学部・研究科もあったが,2016年度からは 30の
学部・研究科で導入が進み コロナ対策として 2020年
度から最終的に,ほぼ全ての学部・研究科 (32部局) の
授業からサイト開設が可能になっている. 2020年度は
オンライン授業のプラットフォームとして利用するた
め, 前年度比の 5 倍以上に上る 9,851 の授業で利用さ
れた. 2022年度は全面オンライン授業の方針終了に伴
い,利用の減少も見込まれたが, 以前として高い利用率
で推移し.8,701 の授業（学部授業の 79% 研究科授業

の 35%)で利用されている.

表 1 PandA(LMS)サイト開設状況

年度 部局数 総科目数 サイト開設数
2013 22 10,319 85

2014 26 12,814 482

2015 28 13,409 663

2016 30 15,106 824

2017 30 14,775 1,015

2018 30 14,710 1,570

2019 30 14,817 1,740

2020 32 14,841 9,852

2021 32 15,213 9,491

2022 32 15,755 8,701

2023(*) 32 16,602 5,022

(*)8月現在.

LMS へのサイトの開設は教員がそれぞれの授業設
計や進度を勘案し, 必要に応じて実施する. 開設数の
累計を 図 3 に示す. 各年度とも 4月及び 10月の授業
開始に向けてサイト開設数が増加していることがわか
る. 2020 年度は前期授業の開始が 5 月から行われた
こともあり,5月末に向けてサイト開設数が増大してい
る,また学期中にも必要に応じて LMSの利用が開始さ
れるため, それ以外の期間中もサイト開設数は緩やか
に増加する.

図 3 学習支援サービス PandAの利用状況

特に利用が増大していた 2020 年度の学部・研究科



での利用状況について 表 2に示す.

表 2 2020年度 PandA(LMS)サイト開設状況

部局 開設数 科目総数 利用率
共通教育 2779 2993 93 %

学部専門教育 3505 4202 83 %

大学院専門教育 3568 7655 47 %

合計 9852 17843 55 %

LMSの利用は学部共通教育（1,2回生を対象とする
授業)ついで学部専門教育で多く,大学院専門教育では
半分以下に留まることがわかる.

4 動画配信プラットフォームとしての LMS

利用状況
LMS からの動画配信ツール kaltura,Zoom の利
用状況を 表 3 に示す. 両ツールともに授業の他, 全学
ガイダンスやリカレント教育などのオンライン授業の
プラットフォームとしても広く利用された [7].

表 3 動画配信ツール利用サイト

Kaltura Zoom

年度 授業 授業外 授業 授業外
2019 20 33 － －
2020 1989 136 5957 228

2021 1798 80 5953 250

2022 1211 26 3770 154

2023(*) － － 1228 24

(*)8月現在.

4.1 Kaltura

京都大学では 2017 年度末から教育用コンピュータ
システム（5年間のレンタルシステム）の１つとして,

映像収集管理配信サービス Kalturaを PandAと連携
させ運用しており, 当初は提供期間・資源に限りがあ
ることから個別に利用申請を必要としたが, 2020年度
からは教員が LMS の授業サイトから自由に利用でき
る体制を整えるとともに, コロナ禍対策として 3 年間
にわたり増量契約による運用を行った. 文部科学省か
ら示されたコロナ対応としてのメディア授業の特別措
置終了および, 教育用コンピュータシステムの更新に
伴う予算的制約から 2023年 2月 23日をもってサービ
ス提供を終了した.

4.2 Zoom

2020 年度からは Zoom の全学ライセンス環境を整
備し PandA から LTI 連携機能を利用して, 授業から
シームレスに利用する環境を整備した. LTI連携機能
のよりミーティングの設定が簡便に行えることから,

オンライン授業への緊急対応先として利用が急増した.

サイト数のカウントに当たっては LTI連携による登録
数を集計しているため実際にオンライン授業を行って
いない場合でもカウントされている.2022 年度は対面
授業中心に方針が転換されているが, 授業の見逃しや
感染拡大防止のため自宅待機になってしまった受講者
に対する授業の配信などにも活用されている.

5 各ツールの利用状況
2019年度から 2023年度前期までの LMSでの各主
要ツールの利用状況の推移を 表 4 に示す.

5.1 資料配布
LMS の基本機能であるため,LMS のサイト利用開

始時から利用可能になっている. 利用率は実際に授業
資料をアップロードした場合についてのみカウントし
ている. 本ツールの利用率はコロナ前後から 70%近い
利用率となっている.

5.2 アナウンス
LMS の基本機能であるため,LMS のサイト利用開

始時から利用可能になっている. 利用率は実際にお知
らせを利用した場合についてのみカウントしている.

授業連絡の代替手段として利用率が 70% 前後にまで
増加した. 対面授業の再開により利用率は減少したが,

以前として半分近くの授業サイトで利用されている.

5.3 課題・提出箱
課題ツールに対しては,LMSの基本機能であるため,

実際に LMS 上で課題を出題している授業の数をカウ
ントしている. オンライン授業での学生からのレポー
ト提出手段として利用率が 70%～60% にまで増加し
た.対面授業の再開により減少したが,依然として半分
近くの授業サイトで利用されている. 提出箱は課題の
有無にかかわらず, 受講生から教員への電子ファイル
の提出として利用することができるが, 課題ツールと
の混同による混乱も見られることから, オプションと
して教員が追加する事で可能としている.

5.4 テスト・クイズ
テスト・クイズ機能は 教員が受講者にWeb形式の
テストを行う際に利用できる機能である. 事前にかな
りの時間を使ってテスト・クイズを作成せねばならな
い為,作業コストが高く,利用率は 2020年度で 17%に



表 4 ツール利用状況

2019 2020 2021 2022 2023(*)

授業資料 66.1% 73.4% 72.0% 71.9% 67.5%

アナウンス 34.8% 76.3% 69.9% 59.4% 47.9%

課題提出 課題 46.6% 72.2% 62.8% 56.4% 48.4%

提出箱 5.6% 12.9% 9.6% 7.3% 5.9%

テスト・クイズ 13.3% 17.0% 12.7% 10.3% 8.9%

情報交換
フォーラム 8.0% 27.8% 23.9% 16.3% 9.7%

チャット 1.7% 12.2% 6.1% 3.7% 3.1%

メッセンジャー 7.9% 25.2% 10.1% 7.1% 2.5%

成績簿 (採点) 14.9% 21.2% 15.3% 14.4% 12.8%

その他

アンケート 2.1% 4.7% 2.6% 1.4% 1.4%

シラバス 3.2% 4.1% 3.0% 2.3% 1.8%

Webツール 5.1% 5.3% 3.5% 3.0% 2.8%

ルーブリック - 0.1% 0.9% 0.5% 0.6%

外部ツール Zoom - 76.9% 75.4% 49.6% 27.4%

動画配信 Kaltura - 25.6% 22.8% 15.9% -

(*)8月現在.

留まっているが, 語学の授業の定期試験での利用を中
心としての活用されるなど, 重要なツールである. オ
ンライン授業開始当初には授業参加者にしか答えられ
ない簡単な設問をテスト・クイズで行うなどで出席確
認ツールとしての利用も行われた.

5.5 情報交換
受講生や教員の間で情報交換を行うツールとして,

フォーラム　チャット　メッセンジャーを提供して
いる. これらの機能は一部学部を除くとオプションと
して提供している. 授業内での学生間の討論やゼミ形
式の授業のオンライン上での補完などに使われ, 特に
フォーラムツールについては教員からの関心も高く,

利用開始に際して多くの問い合わせを受けている. コ
ロナ終息後は利用数は減少傾向にある.

5.6 成績簿
課題,テスト・クイズ,フォーラム等の結果をトータ
ルで採点管理することができる. 各ツール内ではそれ
ぞれが採点結果を集計する機能があるが, LMS内で複
数のツールを使っている場合に有効なツールである.

利用率は 2020年の 21.2%をピークに,現在は 13%前
後となっている.

5.7 その他
アンケート はテスト・クイズほど作成コストは高く
ないが、投票者の情報を表示せず投票数のみを表示す

る機能である. シラバス は教務システムでも同様の機
能が提供されていることもあり,LMS 側にもシラバス
情報を記載したい場合に利用される. Webツール は
コンテンツをWeb 上に配置して教材として利用でき
るようにしている. ルーブリックは学習目標の達成な
どの確認のためのツールとして,2020 年度から提供さ
れている.

6 LMSに関する QA数の推移
LMS に関して寄せられた QA の推移を 図 4 に示

す. 一週間に毎に窓口にメールで寄せられた質問を集
計しているため, 電話での QA は計上されていない.

2020 年はオンライン授業に際して, どのように LMS

図 4 LMS関連 QAの推移



を利用するか,Kaltura や Zoom をどのように授業で
開始するかについての質問が殺到し 4-5 月期,9-10 月
期は忙殺される結果となった. 2021年度はオンライン
授業のノウハウが広く普及したため, 質問数は減少し
ている. 2022年度は対面授業の再開に伴い、4-5月期
のオンライン授業開始準備に関する QA数も減少して
いる. 各年度とも,5-6 月期,11-12 月期は課題ツール・
テストクイズツールへの質問, 7-8月期,1-2月期は成績
集計に関する QAが多く傾向にある.

7 まとめ
本分析においては, 学部・大学院研究科や授業の科
目の種別による差異を考慮せず, 全体としてのツール
の利用率を集計している. LMSが必要とするツールに
ついては, 各ツールと授業科目間の相性なども考慮し
たデータ集計や分析が別途必要となるが, 大学全体の
傾向としては,2020 年度は各ツールとも利用率が上が
り, 教員が学生と直接コミュニケーションを取れない
状況下で LMS の利用を試行錯誤しながら授業を維持
している状況がみられた.

　また,感染症拡大防止対策のため,紙による資料配布
やレポート提出が LMS で行われる様になり, 授業の
ペーパーレス化ツールとして利用が拡大し, 対面授業
再開後も、LMS の利用継続の大きな理由となったと
考えられる. 2022 年度以降についても, 資料配布, お
知らせ, 課題レポート が LMS に期待されている機能
として最も要望が高いことが読み取れる.

　 LMS 運用における課題として, これらの資料配布,

お知らせ,課題レポート の過去年度のデータをどこま
で保持するかという問題がある. 特にコロナ禍の 2 年
間においては授業資料・学生レポートが,教員・学生の
手元に残らず LMS上に保持され続ける問題も発生し,

教員からは過去年度資料の再利用, 学生からは自らの
学習記録の参照として LMSの過去データへのアクセ
スの要望が増加した. しかしながら, データの保持可
能容量や教務的な資料保持のポリシー等もあり, 難し
い問題である.他には LMSのクラウドとの連携が進む
中で, クラウド側の情報の把握が難しくなってきてお
り,これらの利用に関する分析も今後の課題である.

　本報告では,京都大学での Covid19感染症パンデミ
ック対策前後 (2019 年度～2023 年度前期) での LMS

各ツールの利用状況の比較についての報告を行った.
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